
初めて小
しょう

豆
ど

島
しま

の
二十四の瞳映画
村に行きました。
昭和の雰囲気や
瀬戸内海の波音
が心を癒やして
くれました。お花
畑はコスモスが
満開でした。

令和８年度
国保組合
補助金
について
・ �令和８年度から 

開始となる 
「子ども・子育て
支援金制度」 
について

表紙写真 「��二
に

十
じ ゅ う

四
し

の瞳
ひ と み

映画村」香川県小
しょう

豆
ず

郡
ぐん

［写真提供］ 愛知県支部：位
い ん

田
で ん

 仁
ひ と

美
み

 さん
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ちゅうけんだより

総
額
2
6
7
7
億
円
の

概
算
要
求
！

８
月
末
に
厚
生
労
働
省
が
財
務
省
に
提
出

し
た
令
和
８
年
度
の
国
保
組
合
に
対
す
る
補

助
金
の
概
算
要
求
が
明
ら
か
と
な
り
、総
額
で

２
６
７
７・
０
億
円（
７
年
度
予
算
よ
り
61
・

０
億
円
増
）と
な
り
ま
し
た
。

概
算
要
求
の
多
く
を
占
め
て
い
る
の
が
、医

療
費
や
国
へ
の
納
付
金
な
ど
の
補
助
で
あ
る

定
率
補
助
金
と
各
組
合
の
財
政
力
な
ど
に

応
じ
て
補
助
さ
れ
る
調
整
補
助
金
で
す
。
定

率
補
助
金
は
１
５
１
３・
７
億
円
と
７
年
度

予
算
よ
り
35
・
４
億
円
増
、
調
整
補
助
金
は

１
０
７
５・
４
億
円
と
25
・
１
億
円
増
の
要
求

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
各
予
算
項
目
は
、
高
額
医
療
費
共

同
事
業
補
助
金
が
１
０
０
万
円
以
上
の
高
額

医
療
費
の
伸
び
に
よ
り
７
年
度
予
算
よ
り
１
・

５
億
円
増
の
42
・
５
億
円
、出
産
育
児
一
時
金

補
助
金
は
１・
５
億
円
減
の
17
・
６
億
円
、
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
補
助
金
は
前
年
度
と

同
額
の
５・
９
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
概
算
要

求
に
向
け
た
こ
の
間
の
組
合
員
と
ご
家
族
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

年
末
の
予
算
要
求
に
向
け
た

運
動
に
ご
協
力
を

今
回
の
定
率
・
調
整
補
助
金
の
算
定
で
は
、

被
保
険
者
数
減
少
等
の
影
響
を
上
回
る
医
療

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
増
額
と
な
り
ま
し

た
。子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
に
か
か
る
定
率

補
助
に
つ
い
て
は
、金
額
を
明
示
し
な
い
事
項

要
求
と
し
て
、
年
末
の
予
算
編
成
の
際
に
厚

生
労
働
省
と
こ
ど
も
家
庭
庁
で
検
討
さ
れ
る

予
定
で
す
。

概
算
要
求
で
は
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、財

務
省
は
国
保
組
合
に
対
す
る
補
助
の
見
直
し

を
示
唆
し
て
お
り
、
年
末
の
予
算
策
定
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
予
測
で

き
な
い
状
況
で
す
。ま
た
、今
後
の
医
療
費
の

増
額
も
見
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。高
額
医
療

費
共
同
事
業
補
助
金
や
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
補
助
金
は
、
満
額
確
保
が
不
可
欠
と
な

り
ま
す
。

現
行
補
助
制
度
の
堅
持
及
び
現
行
補
助
水

準
の
確
保
・
拡
充
を
目
指
す
た
め
に
、年
末
の

予
算
確
保
に
向
け
て
全
建
総
連
の
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
・
地
元
国
会
議
員
要
請
を
は
じ
め
と
し
た

運
動
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
８
年
度 

国
保
組
合
補
助
金
に
つ
い
て

予算項目 令和７年度予算 令和８年度概算要求 対前年度比

定率補助金 1478.4億円 1513.7億円 35.4億円

調整補助金（普調+特調） 1050.3億円 1075.4億円 25.1億円

出産育児一時金補助金 19.1億円 17.6億円 ▲1.5億円

高額医療費共同事業補助金 41.0億円 42.5億円 1.5億円

事務費負担金 21.4億円 21.9億円 0.5億円

特定健診・特定保健指導補助金 5.9億円 5.9億円 0.0億円

合計 2616.0億円 2677.0億円 61.0億円
※端数を四捨五入しています。対前年度比は令和７年度予算に対する８年度概算要求の増減です。

[ 国 保 組 合 関 係 予 算 概 算 要 求 ]

中建国保だより　令和７年11月１日発行　第三種郵便物認可
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要請内容（文例）

私
は
○
○
県
で
大
工
を
し
て

い
ま
す
。建
設
国
保
は
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
大
切
な
制
度

で
す
。
私
た
ち
の
建
設
国
保

へ
の
補
助
金
は
、現
行
水
準
を

確
保
、
拡
充
し
て
く
だ
さ
い
。

必ず
手書きして
ください。

文例を参考にしつつ、 
中建国保に加入していて

良かったこと、助かったこと
などの体験談をお書きいた 

だくと効果的です。

全建総連の「ハガキ要請行動」の
ハガキはもう書きましたか？

私たち建設国保に対する現行補助水準確保に向け、母体組合のハガキ要請行動にご協力をお願いします。

【 表面のあて先 】 ※�ハガキ代は昨年10月１日より63円から85円となりました。�
切手やハガキの料金不足にご注意ください。

厚生労 働 省 あて ▼

財 務 省 あて ▼

ハガキの中には、ご家族の方がご自
分の職業を記入してしまう場合が
あります。「飲食店を営んでいます」

「タクシー運転手です」などと書いてしまうと、
建設国保に無関係な方が加入しているかのよう
な印象を与えて、せっかくのハガキ要請行動が
逆効果に！
ご家族の方がハガキを書かれる場合には、「私の
夫は△△県で大工をしています」「私の父は△△
県の塗装工です」というように、組合員が建設業
だということを具体的に記入してください。

ハガキの投函時期や投函方法については、所属の支部・出張所または母体組合にご確認ください。
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○
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○
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○
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○
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○

中
建 

太
郎

1 0 0 8 9 1 6
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
ー
二
ー
二

厚
生
労
働
省

大
臣
官
房
審
議
官

　
　
　
　
医
療
保
険
担
当 

殿

○
○
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○
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○
ー
○
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険
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○
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○
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○
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中
建 

太
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注意！
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被保険者の皆様に、大切なお知らせです

�「
健
康
家
庭
祝
金
」を 

対
象
と
な
る
世
帯
に 

振
り
込
み
ま
す

健
康
家
庭
祝
金
支
給
事
業
で
は
、

昨
年
度（
令
和
６
年
４
月
〜
令
和
７

年
３
月
）中
に
医
療
機
関
に
か
か
ら

ず
、
組
合
員
が
健
診
を
受
診
し
て
い

る
世
帯
を
対
象
に
祝
金
を
支
給
し
ま

す
。
祝
金
は
12
月
中
旬
に
組
合
員
の

口
座
へ
振
り
込
む
予
定
で
す（
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
が
支
給

の
条
件
で
す
）。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
た 

方
に
補
助
を
し
て
い
ま
す

【
申
請
に
必
要
な
書
類
】

①�「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
金

申
請
書
」

※�「
中
建
国
保
の
便
利
帳
」の
巻
末
に
付
属�

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

②�『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
』や『
フ
ル
ミ
ス
ト
』の

予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
分
か
る
書
類

接
種
済
証
明
書（
写
）、領
収
書（
原
本
）、

診
療
明
細
書（
写
）、
母
子
手
帳（
写
）

な
ど

※�

母
子
手
帳
の
場
合
は
、
表
紙
と
予
防
接
種
の
記
録

ペ
ー
ジ
が
必
要
で
す
。

※�
接
種
者
氏
名
、接
種
日
、医
療
機
関
名
が
確
認
で
き
な

い
場
合
や
、『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
』や『
フ
ル
ミ
ス
ト
』の

予
防
接
種
で
あ
る
こ
と
が
特
定
で
き
な
い
場
合
は
、②

の
添
付
書
類
を
組
み
合
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

健診講座！看護師の卵

ののりみ

被害区分 免除額 災害救助法の適用市町村

全焼または全壊
及び全部冠水 保険料3ヵ月分 ・令和７年８月６日からの低気圧と前線による大雨

・令和７年８月20日からの大雨　・令和７年台風第12号
・令和７年９月２日からの大雨　  ・令和７年台風第15号
〈適用市町村〉秋田県、石川県、静岡県、山口県、 
福岡県、熊本県、鹿児島県の一部市町村

「内閣府防災情報のページ」はこちら→

半焼または半壊､
床上1m以上の冠水

保険料2ヵ月分
※�右記の災害救助法の適用市町村に住所を�
有する組合員のみ保険料3ヵ月分を免除

床上1m未満の冠水 保険料1ヵ月分
※4ヵ月目以降については、国保組合に対する国の財政支援の考え方、免除措置の延長の通達などが出された段階で改めて検討します。

● �保険料の免除を受けるとき　被災された方は以下の書類を提出します。
　①�保険料徴収猶予または減免に関する申請書（記号番号、氏名、住所、免除を受ける理由等を記載）
　②�り災証明等免除の理由を証明する書類（消防署、地方自治体などの公的機関発行の証明書）

被災された方に保険料の免除を行っています

対象者
（接種日に資格があること）

対象となる
予防接種 補助額

中建国保に加入して
いるすべての人

流行性・季節性
問わず

接種１回につき
2,000円（年度内２回まで）

中建国保だより　令和７年11月１日発行　第三種郵便物認可
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中建国保担当者

２
．��世
帯
に
か
か
る

保
険
料
に
つ
い
て

現
時
点
で
は
国
へ
納
付
す
る
支
援
金
額

が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
具
体
的
な
保
険

料
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。詳
細
は
令
和
８
年
３
月
頃
に
配
付
す
る

「
令
和
８
年
度
中
建
国
保
の
便
利
帳
」等
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１
．�保
険
料
の

徴
収
対
象
者
に
つ
い
て

支
援
金
制
度
は
少
子
化
対
策
で
あ
る
た

め
、子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
負
担
額
が
増
え

な
い
よ
う
、保
険
料
は
組
合
員・家
族
と
も
に

18
歳
以
上
の
被
保
険
者
か
ら
徴
収
し
ま
す
。

「
18
歳
以
上
」と
は
毎
年
４
月
１
日
時
点

で
18
歳
以
上
の
方
を
指
し
ま
す
。令
和
８
年

度
の
場
合
、生
年
月
日
が
平
成
20
年
４
月
１

日
以
前
の
方
す
べ
て
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
は「
報
酬
を
得
て
い
る
18
歳
未

満
の
組
合
員
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

分
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ
と
も
可
能
」と
し

て
い
ま
す
が
、中
建
国
保
で
は
18
歳
未
満
の

組
合
員
か
ら
は
保
険
料
を
徴
収
し
な
い
こ

と
と
し
ま
す
。

中
建
国
保
だ
よ
り
９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、令
和
８
年
度
か
ら「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
」が
開
始
と
な
り
ま
す
。国
が
定
め
た
こ
ど
も
未
来
戦
略
の「
加
速
化
プ
ラ
ン
」に
は
、子
育
て
世
帯
へ

の
経
済
的
支
援
と
し
て
、児
童
手
当
の
拡
充
や
妊
婦
へ
の
支
援
給
付
の
創
設
、共
働
き
・
共
育
て
の
推
進

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た
め
、
中
建
国
保
を
含
む
す
べ
て
の
医

療
保
険
者
は
、被
保
険
者
か
ら「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」分
の
保
険
料
を
徴
収
し
、国
へ
納
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。な
お
、こ
の
支
援
金
は
子
ど
も
・
子
育
て
世
帯
向
け
の
給
付
の
み
に
使
わ
れ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
８
年
度
か
ら
開
始
と
な
る「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」に
つ
い
て

子ども・子育て支援金に関する
チラシの配付を予定しています。
国が示している支援金の用途等
を掲載していますのでぜひご覧
ください。

中建国保が
皆さんから徴収し、
国へ納めます。

●●医療分：医療給付費分保険料 … ３歳～74歳
●●後期分：後期高齢者支援金分保険料 … ３歳～74歳
●●介護分：介護納付金分保険料 … 40歳～64歳
●●子ども・子育て分：子ども・子育て支援金分保険料… 18歳～74歳

これらの合計額が
世帯の月額保険料
となります。

18歳未満は「子ども・子育て分」の保険料はありません。

第６種組合員

18歳以上 18歳未満
保険料あり 保険料なし

毎年４月１日または 
資格取得時に満年齢が 
20歳未満の方

組合員Cさん（49歳） 家族Dさん（48歳） 家族Eさん（19歳） 家族Fさん（15歳）

医療分 医療分 医療分 医療分

後期分 後期分 後期分 後期分

介護分 介護分 子ども・子育て分

子ども・子育て分 子ども・子育て分

生年月日 令和８年４月１日時点 子ども・子育て支援金分保険料

Aさん 平成20年
４月１日 18歳 令和８年４月から

Bさん 平成20年
４月２日 17歳 令和９年４月から

Ａさん：令和８年４月から保険料を納付します。
Ｂさん：�令和８年４月から９年３月までは保険料の納付はありません。 

９年４月から納付が開始となります。

中建国保だより　令和７年11月１日発行　第三種郵便物認可
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ががんん
ばばれれ！！建建設設職人職人

ガ
ラ
ス
工
へ
の
道

私
は
、
山
梨
県
最
南
端
の
山
間
の
町

に
て
硝
子
工
事
・
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
等
の

工
事
・
販
売
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
振
り

返
っ
て
み
れ
ば
、学
校
卒
業
後
に
大
手
企

業
で
あ
る
日
産
自
動
車
へ
就
職
し
ま
し
た

が
、
若
さ
故
に
遊
び
が
優
先
な
年
頃
で
、

会
社
を
退
職
。
あ
て
も
な
く
職
業
安
定

所
で
仕
事
を
探
し
、「
硝が
ら

子す

」の
文
字
を

「
し
ょ
う
し
」と
読
み
、
ど
ん
な
会
社
か

な
？
と
思
っ
て
紹
介
状
を
手
に
伺
っ
た

会
社
は
、硝
子
工
事
を
兼
ね
る
販
売
店
で

し
た（
笑
）。

苦
労
と
喜
び

最
初
は
手
に
切
り
傷
の
毎
日
、給
料
も

見
習
い
職
人
の
た
め
安
く
、今
考
え
る
と

笑
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。で
っ
ち
見
習
い

を
兼
ね
て
約
８
年
、そ
の
間
に
国
家
資
格

も
取
得
し
、
昭
和
59
年
に
独
立
し
ま
し

た
。
静
岡
県
か
ら
山
梨
県
の
実
家
に
戻

り
、妻
と
２
人
で
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

毎
日
が
大
変
な
日
々
で
、仕
事
を
探
し
回

り
ま
し
た
。お
客
様
の
喜
ぶ
顔
を
見
る
こ

と
に
専
念
し
、小
さ
な
仕
事
も
丁
寧
に
行

い
ま
し
た
が
、辛
い
仕
事
も
数
多
く
あ
り

ま
し
た
。子
ど
も
達
も
大
き
く
な
り
手
が

離
れ
た
こ
と
か
ら
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
工
事

会
社
の
仕
事
に
も
着
手
し
て
、朝
早
く
か

ら
伊
豆
方
面
や
神
奈
川
県
等
に
も
出
向

き
、
手
間
工
事
を
し
な
が
ら
い
ろ
ん
な
内

容
の
仕
事
を
手
掛
け
、覚
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。そ
の
経
験
が
今
の
私
に
と
っ

て
最
強
の
味
方
と
な
り
、エ
ク
ス
テ
リ
ア

等
の
ア
ド
リ
ブ
を
含
め
て
お
客
様
の
要
望

に
か
な
う
製
品
が
で
き
た
こ
と
は
、
今
思

う
と
良
か
っ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま

た
、年
を
取
る
に
つ
れ
地
元
の
仕
事
も
こ

な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
国
家

資
格
一
級
や
エ
ク
ス
テ
リ
ア
取
付
工
事
の

資
格
、職
業
訓
練
指
導
員
の
資
格
も
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。硝
子
工
事
職
種
の

資
格
に
伴
い
、公
共
事
業
で
は
学
校
の
体

育
館
や
介
護
施
設
、庁
舎
等
の
数
多
く
の

硝
子
工
事
を
手
掛
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
も
残
る
思
い
出
の
建
築
物
を
見
る

た
び
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
や
、良
か
っ
た

と
い
う
思
い
が
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。

私
も
今
年
で
69
歳
、後
継
者
が
い
て
も

良
い
と
思
い
ま
す
が
残
念
な
こ
と
に
い
ま

せ
ん
。子
ど
も
達
は
興
味
が
な
い
よ
う
で
、

た
ま
に
来
て
は
お
手
伝
い
ぐ
ら
い
で
す
か

ね
？
夫
婦
の
み
で
の
仕
事
で
す
か
ら
、仕

事
は
じ
め
も
遅
く
し
、体
に
合
わ
せ
て
無

理
の
な
い
仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

母
体
組
合
の
活
動
に
も

力
を
入
れ
て

全
建
総
連
に
加
入
し
て
30
年
、母
体
組

合
の
山
梨
県
建
設
組
合
連
合
会
の
役
員

等
を
現
在
ま
で
務
め
て
お
り
ま
す
。組
合

員
の
減
少
に
日
々
苦
戦
し
て
い
ま
す
が
、

組
織
拡
大
を
模
索
し
、会
議
で
も
話
し
合

い
を
持
ち
、実
行
あ
る
の
み
の
精
神
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。最
近
は
組
合
の
仕
事
も

多
く
、他
県
で
の
研
修
も
増
え
た
た
め
自

分
の
仕
事
は
ほ
ど
ほ
ど
で
す
が
、研
修
で

他
県
の
組
合
員
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
は
か
る
こ
と
で
情
報
を
持
ち
帰

り
、話
し
合
い
の
参
考
に
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

む
す
び
に
、
組
合
員
さ
ん
は
75
歳
に
な

る
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
し

て
し
ま
い
ま
す
が
、
今
後
も
皆
さ
ん
と

共
に
良
き
知
恵
を
出
し
合
い
、「
が
ん
ば

れ
！
建
設
職
人
」の
精
神
で
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

【
文
：
本
人
／
協
力
：
横
山 

一
成 

通
信
員
】

山 梨 県 支 部

若
わ か

林
ばやし

 良
りょう

一
い ち

さん
（写真）妻の康

やす
子
こ

さんと
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思い出
の場所

霊
泉
を
温
泉
に

子
の
鬼
王
か
ら
そ
の
鷹
の
話
を
聞
い

た
侍
は「
そ
の
鷹
こ
そ
薬
師
如
来
の
化
身

で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
暗
示
を
与
え
て
い

た
に
ち
が
い
な
い
」と
確
信
。
侍
は
出
家

し
、そ
れ
以
後
ひ
た
す
ら
精
進
を
重
ね
ま

し
た
。
そ
の
後
、
里
人
の
勧
め
に
よ
り
小

さ
な
お
寺
を
建
て
、薬
師
如
来
を
祀ま
つ

り
薬

王
寺
と
名
づ
け
た
そ
う
で
す
。

年
月
を
重
ね
、風
雪
に
よ
り
お
寺
は
朽

ち
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
薬
王
寺
と
い
う

名
前
は
こ
の
山
里
の
地
名
と
な
っ
て
残

り
、
霊
泉
は
今
日
に
至
る
も
尚
、
こ
ん
こ

ん
と
湧
き
出
て
い
る
そ
う
で
す
。

美
し
い
自
然

こ
の
薬
王
寺
温
泉
の
近
く
に
は
、水
辺

公
園
や
興こ
う

山ざ
ん

園え
ん

と
い
う
自
然
公
園
も
あ

り
、５
月
末
か
ら
６
月
初
め
に
は
ホ
タ
ル

が
乱
舞
し
ま
す
。ま
た
旅
館
鬼
王
荘
で
は
、

お
昼
の
ラ
ン
チ
や
カ
フ
ェ
、日
帰
り
入
浴

も
で
き
ま
す
。
来
福
し
た
際
は
、
ぜ
ひ
一

度
薬
王
寺
温
泉
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
文
：
本
人
／
協
力
：
山
中 

健 

通
信
員
】

仲
間
と
集
ま
る
場
所

私
の
思
い
出
の
場
所
は
、福
岡
県
古
賀

市
に
あ
る
博
多
の
奥
座
敷
、薬や
く

王お
う

寺じ

温
泉

で
す
。

薬
王
寺
温
泉
の
中
で
唯
一
宿
泊
が
で

き
る
鬼お
に

王お
う

荘そ
う

で
は
毎
年
、私
が
所
属
す
る

福
岡
建
設
支
部
の
母
体
組
合
で
あ
る
福

岡
県
建
設
労
働
組
合
の
粕
屋
支
部
古
賀

分
会
が
、総
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
総
会
も
鬼
王
荘
で
行
い
、参
加

し
た
仲
間
に
向
け
て
建
設
労
働
者
や
職

人
の
仕
事
や
暮
ら
し
、健
康
を
守
る
た
め

の
話
や
、
班
長
の
役
割
と
は
何
か
、
組
合

員
さ
ん
に
何
を
伝
え
れ
ば
い
い
の
か
等
を

訴
え
ま
し
た
。
併
せ
て
、
新
し
い
仲
間
に

は
会
議
に
参
加
し
な
け
れ
ば
伝
え
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
今
後
の
活
動
へ
の

参
加
を
促
し
、新
年
度
の
体
制
等
を
話
し

合
い
ま
し
た
。会
議
後
は
皆
で
温
泉
に
浸

か
り
、楽
し
く
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

薬
王
寺
温
泉
の
歴
史

薬
王
寺
温
泉
の
歴
史
は
そ
の
昔
、薬
師

如
来
の
尊
像
を
背
負
い
、鬼
王
と
京
王
と

い
う
２
人
の
子
ど
も
を
連
れ
た
１
人
の

立
派
な
侍
が
こ
の
里
に
た
ど
り
つ
き
、里

人
の
情
に
ひ
か
れ
て
こ
の
地
に
住
み
つ
く

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

実
は
こ
の
侍
は
清
和
天
皇
の
ご
子
孫
で

身
分
の
高
い
人
で
し
た
が
、訳
あ
っ
て
都
を

追
わ
れ
る
身
と
な
っ
た
お
方
で
し
た
。こ
の

侍
が
あ
る
日
、重
い
病
で
床
に
伏
し
ま
し
た
。

あ
る
夜
、日
頃
信
仰
す
る
薬
師
如
来
が
夢

枕
に
立
た
れ「
こ
の
山
里
の
谷
川
に
薬
水
を

流
す
。こ
れ
を
浴
び
る
と
よ
い
。必
ず
病
は

癒
え
る
で
あ
ろ
う
」と
お
告
げ
が
あ
っ
た
の

で
す
。さ
っ
そ
く
そ
の
通
り
に
す
る
と
、不

思
議
な
こ
と
に
病
が
癒
え
た
そ
う
で
す
。そ

れ
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、侍
が
病
床
に

つ
い
た
頃
か
ら
毎
日
家
の
前
の
谷
川
に
来

て
は
水
を
浴
び
て
い
た
１
羽
の
や
せ
衰
え
た

鷹
が
、元
気
よ
く
飛
び
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

（写真）鬼王荘での総会

薬王寺温泉
福 岡 建 設 支 部 杷

は

野
の

 茂
しげる

 さん
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ヘルス
カウンセリング
今月の

寒
暖
差
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は

寒
暖
差
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、医
学
的
に
は「
血
管
運
動
性
鼻
炎
」ま
た
は「
特
発

性
鼻
炎
」と
呼
ば
れ
る
非
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
一
種
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
と

い
っ
て
も
、
実
際
に
は
花
粉
症
の
よ
う
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。主
な
症
状
は
、く
し
ゃ
み
、鼻
水
、鼻
づ
ま
り
な
ど
で
、

風
邪
や
鼻
炎
と
よ
く
似
た
症
状
が
表
れ
ま
す
。
ひ
ど
く
な
る
と
頭
痛
や
だ
る
さ

な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
は
、な
ぜ
こ
の
よ
う
な
症
状
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。体
は
急
激
な
温
度

変
化
に
対
し
て
、血
管
を
収
縮
さ
せ
た
り
拡
張
さ
せ
た
り
し
て
体
温
調
節
を
行

い
ま
す
。
特
に
温
度
差
が
大
き
く
な
る
と
、
鼻
の
粘
膜
の
血
管
が
急
激
に
反
応

し
、自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。そ
の
結
果
、鼻
粘
膜
が

腫
れ
た
り
、
分
泌
物
が
増
え
た
り
し
て
、
く
し
ゃ
み
や
鼻
水
な
ど
の
症
状
が
表

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
寒
暖
差
が
７
℃
以
上
に
な
る
と
症
状
が
出
や
す

い
と
さ
れ
て
お
り
、例
え
ば
暖
房
の
効
い
た
屋
内（
20
～
25
℃
）か
ら
寒
い
屋
外

（
５
℃
以
下
）に
出
る
と
き
な
ど
、大
き
な
寒
暖
差
が
あ
る
と
症
状
を
感
じ
る
人

も
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
寝
不
足
や
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
、疲
労
が
重
な
る
と
体
温

調
節
機
能
が
低
下
し
、よ
り
症
状
が
出
や
す
く
な
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

風
邪
と
の
大
き
な
違
い
は
、発
熱
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
す
。ま
た
、風
邪

が
徐
々
に
症
状
が
表
れ
る
の
に
対
し
、
寒

暖
差
ア
レ
ル
ギ
ー
は
温
度
の
変
化
と
と
も

に
突
然
症
状
が
出
現
し
ま
す
。症
状
の
持
続
時
間
も
風
邪
よ
り
短
く
、数
時
間

か
ら
１
日
程
度
で
治
ま
る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

寒
暖
差
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

寒
暖
差
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状
は
温
度
の
急
激
な
変
化
で
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
の
で
、
適
切
な
予
防
法
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
も
、
か
な
り
症
状
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
意
識
し
た
い
予
防
の
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
大
切
な
の
は
、
屋
内
と
屋
外
の
温
度
の
差
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
す
。

暖
房
の
設
定
温
度
は
20
～
22
℃
程
度
に
抑
え
、外
気
と
の
差
が
７
℃
以
内
に
な

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。同
じ
屋
内
で
も
暖
房
の
よ
く
効
い
た
部
屋
と
暖
房

を
し
て
い
な
い
部
屋
を
移
動
す
る
際
は
、寒
暖
差
が
大
き
い
た
め
注
意
が
必
要

で
す
。さ
ら
に
加
湿
器
を
使
用
し
て
屋
内
の
湿
度
を
50
～
60
%
に
保
つ
と
、鼻

や
喉
の
粘
膜
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

服
装
は
薄
手
の
衣
類
を
重
ね
て
着
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。一
枚
の
厚
手
の

服
よ
り
、薄
手
の
服
を
何
枚
か
重
ね
る
方
が
必
要
に
応
じ
て
着
脱
で
き
る
た
め
、

そ
の
症
状
、風
邪
で
は
な
く
て
寒
暖
差
ア
レ
ル
ギ
ー
か
も

暖
房
の
効
い
た
屋
内
と
寒
い
屋
外
と
の
寒
暖
差
が
大
き
く
な
る
こ
の
季
節
。
通
勤
や
買
い
物
な
ど
で
外
出
す

る
た
び
に
、く
し
ゃ
み
や
鼻
水
の
症
状
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。多
く
の
人
が「
ま
た
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ

た
」と
思
い
が
ち
で
す
が
、そ
れ
は「
寒
暖
差
ア
レ
ル
ギ
ー
」に
よ
る
症
状
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
、近
年
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
、こ
の
寒
暖
差
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。冬
場
の
体

調
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
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体
温
調
節
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
首
元
を
温
か
く
保
つ
こ
と
で
急
激
な
温
度

変
化
か
ら
体
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、マ
フ
ラ
ー
や
ス
ト
ー
ル
、ネ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
マ
ー
は
必
需
品
で
す
。特
に
耳
や
首
の
後
ろ
は
体
温
調
節
に
重
要
な
部

分
な
の
で
、し
っ
か
り
防
寒
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

温
度
の
差
が
大
き
い
場
所
に
移
動
す
る
際
は
数
分
間
そ
の
場
で
立
ち
止
ま

り
、
体
を
新
し
い
環
境
に
慣
ら
す
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
例
え
ば
、
暖
か
い
建

物
か
ら
外
に
出
る
と
き
は
、一
度
玄
関
で
深
呼
吸
を
し
て
体
を
外
気
に
慣
ら
し

て
か
ら
外
出
し
ま
し
ょ
う
。逆
に
、寒
い
外
か
ら
暖
か
い
屋
内
に
入
る
と
き
も
、

コ
ー
ト
を
す
ぐ
に
脱
が
ず
に
少
し
ず
つ
体
を
室
温
に
慣
ら
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
加
え
て
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
と
、
鼻
や
の
ど
の
粘
膜
の
急

激
な
温
度
変
化
を
和
ら
げ
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
自
律
神
経
の
働
き
を
維
持
す
る
た
め
に
、
日
々
の
体
調
管
理
も

重
要
と
な
り
ま
す
。十
分
な
睡
眠
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、適
度
な
運
動
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
就
寝
前
の
入
浴
で
体
を
温
め
る
こ
と
も
、
体
温
調
節
機
能
を

整
え
る
の
に
効
果
的
で
す
。
熱
過
ぎ
る
お
湯
は
逆
効
果
な
の
で
、
ぬ
る
め
の
お

湯
で
ゆ
っ
く
り
入
浴
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

寒
暖
差
ア
レ
ル
ギ
ー
の
治
療
法

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
試
し
て
も
症
状
が
気
に
な
る
場
合
は
、市
販
薬
と
し
て
売

ら
れ
て
い
る
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
や
血
管
を
収

縮
さ
せ
る
成
分
を
含
ん
だ
点
鼻
薬
を
使
用
す

る
こ
と
で
症
状
が
和
ら
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
販
薬
を
使
用
す
る
際
は
使
用
前
に
必
ず
説

明
書
を
よ
く
読
み
、用
法・用
量
を
守
る
こ
と
が

大
切
で
す
。特
に
点
鼻
薬
は
、１
週
間
以
上
の

連
続
使
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。長
期
間
使
用
す

る
と
、か
え
っ
て
鼻
づ
ま
り
が
悪
化
す
る「
薬
剤

性
鼻
炎
」を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

市
販
薬
で
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
や
、
症
状
が
長
引
く
場
合
は
、
耳
鼻
咽

喉
科
な
ど
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。症
状
の
程
度
や
体
質
に
合
わ

せ
て
よ
り
適
切
な
治
療
薬
が
処
方
さ
れ
ま
す
。
一
般
的
な
処
方
薬
に
は
、
抗
ヒ

ス
タ
ミ
ン
薬
、抗
コ
リ
ン
薬
、ス
テ
ロ
イ
ド
配
合
の
点
鼻
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
市
販
薬
よ
り
効
果
が
高
く
、
症
状
を
よ
り
確
実
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
ほ
か
、漢
方
薬
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

薬
に
よ
る
治
療
で
も
十
分
な
改
善
が
見
ら
れ
ず
、日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る

ほ
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
鼻
の
粘
膜
に
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
す
る
こ
と
で
、
粘
膜
の
過
剰
な
反
応

を
抑
え
る
治
療
法
で
す
。

な
お
、寒
暖
差
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
治
療
は
症
状
を
和
ら
げ
る
も
の
が
中

心
と
な
り
ま
す
。
治
療
の
目
的
は
症
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
快
適
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
の
で
、
薬
に
よ
る
治
療
を
行
う
場
合
で
も
前
述

し
た
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ
か
り
と
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

最
後
に

寒
暖
差
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、適
切
な
予
防
と
対
策
で
十
分
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可

能
な
症
状
で
す
。特
に
冬
場
は
屋
内
外
の
温
度
差
が
大
き
く
な
り
や
す
い
た
め
、

よ
り
い
っ
そ
う
の
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

症
状
が
出
た
と
き
は「
ま
た
風
邪
か
」と
諦
め
る
の
で
は
な
く
、そ
の
原
因
が

寒
暖
差
に
よ
る
反
応
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、ご
自
身

の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、予
防
法
を
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。実
践

し
て
も
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、医
療
機
関
を
受
診
し
医
師
に
相
談
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

快
適
な
冬
を
過
ご
す
た
め
に
、ま
ず
は
自
分
に
合
っ
た
対
策
を
見
つ
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

出
所
：
テ
ィ
ー
ペ
ッ
ク
健
康
ニ
ュ
ー
ス　
２
０
２
４
年
12
月
20
日

原
稿
：
社
会
保
険
研
究
所
ⓒ
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ご
り
け
ん

投稿者の
ペンネーム
てっちゃんさん

ごりけん
クッキング

かんたん
アップルパイ

材
料（
４
人
分
）

カロリー 約155kcal
塩分 約0.5g
※�カロリー、塩分は１人分です。

調理時間
（冷ます時間を含む）

約60分

つくり方

❶	�りんごの皮をむき、粗みじん切りに。耐熱
容器にりんご→グラニュー糖→バターの
順に入れてラップをせず、600Wのレンジ�
で６分。一度かき混ぜてさらに３分加熱
し、水分をとばす。

❷	��シナモンパウダーを加えて混ぜる。
❸	��冷めたらぎょうざの皮にのせ、皮の周りに�
水を付けて半分に折って包む。包んだら周り�
をフォークの背で押し、模様をつける。

❹	�フライパンにサラダ油を１cmほど入れて、�
両面に焼き色をつけていく。

ご
り
け
ん

本部職員の感想 本部保健師の感想

・ぎょうざの皮�� 16枚
・りんご����� １個
・グラニュー糖�� 30g
・バター����� 10g

・�シナモンパウダー�
�������� 少々
・サラダ油���� 適量

交通事故で受けたケガなどの治療費は、自身�
の過失を除き、加害者が損害賠償の負担を
すべきものです。健康保険を使って治療を�
受けても、中建国保は加害者に代わって治療�
費を一時的に立て替えているだけです。
●	� 交通事故で健康保険を使う場合は、支部・

出張所に連絡しましょう。第三者行為の
届出が必要です。

仕事中のケガ、仕事が原因で
起きた病気、通勤途中の事故
は労災保険で治療を受ける
のが原則です。お医者さんの
窓口で「仕事中のケガです」
と必ず伝え、労災保険から給付を受ける手続きをしましょう。

● ��仕事や通勤途中のケガは 
労災保険で治療しましょう。

● ��仕事中のケガなどで健康
保険を使う場合は、支部・
出張所に届け出ましょう。

交通事故のとき！ 仕事中のケガは 
労災保険で！

見た目は
ぎょうざでしたが、
甘くておいしい
アップルパイ
でした！

皮がぎょうざの�
皮なので、あっさりして�
いて生地がポロポロせず
食べやすかったです。

レシピには
シナモンパウダーがありますが、�
今回は使わずに作ってみました。�
パイ生地カットの手間もなく�
作りやすかったです。

読者から
投稿いただいた

レシピをご紹介します。
素敵なレシピの投稿、�
ありがとうござい�
ました！

ケーキが苦手な
息子のために、
イベントの時に
作ってます。

中建国保だより　令和７年11月１日発行　第三種郵便物認可
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必要なもの 
住民票、資格喪失証明等、
個人番号確認書類、
身元確認書類

出生、結婚、転入などで
家族が増えたとき

必要なもの
在学証明、

個人番号確認書類、
身元確認書類

就学のため親元を離れ
住所が変わるとき

必要なもの 
資格確認書※、住民票（または資格�
取得証明書、死亡証明）、個人番号
確認書類、身元確認書類

転出、就職などによる
他保険加入、死亡などで
家族がやめるとき

必要なもの 
資格確認書※、世帯全員の�
住民票、個人番号確認書類、

身元確認書類

住所が変わったとき

届出が遅れると、さかのぼって
保険料を納めたり、保険給付が
受けられなくなることがあります。
中建国保をやめるときは、すみやか�
に資格確認書※をお返しください。�
資格情報のお知らせをお持ちの
場合は、返却する必要はありま
せん。

被保険者資格の
異動手続きについて

必要なもの 
資格確認書※、戸籍抄本、
個人番号確認書類、
身元確認書類

氏名が変わったとき

※中建国保が交付した資格確認書をお持ちの方のみ

14日以内に
組合に届け出てください

あなたの世帯に
次のような異動が
あったら…

令和５年度
事業報告・決算が
組合会で
承認されました

［ INFORMATION ］

・  長期にわたり、 
整骨院・接骨院で 
施術を受けられている方へ 
ご案内をお届けします

・  組合員の皆さんの職種及び 
種別に関する調査を行います

季節の花が彩る『花の海』は約18.7
ヘクタールの広さを持つ西日本最大級
の農場です。現在の花の海がある場所 
は、塩害や潮風の影響で作物や苗の 
管理が難しい土地でした。この土地を
活かすべく、大規模なシステム農場を
作り、育てた良質な苗を全国へ届けて
います。苗を育てるだけでなく、花畑
や直売の苗売場、四季折々の野菜収穫
イベントや果物狩り、オリジナル商品 
や地域物産が並ぶ売店など、１年中 
楽しむことができる農場です。

表紙写真

「  花の海」
山口県山

さん

陽
よう

小
お

野
の

田
だ

市

［写真提供］

山口県支部：松
ま つ

本
も と

 三
み

保
ほ

子
こ

 さん

昭和57年１月13日第三種郵便物認可　令和６年９月１日（毎月１回１日発行）第566号

令
和

６
年

９
月

１
日

発
行

　
第

三
種

郵
便

物
認

可
　

　
発

行
所

：
中

央
建

設
国

民
健

康
保

険
組

合
　

発
行

人
：

岩
舘

  高
志

〒
171 -0014　

東
京

都
豊

島
区

池
袋

2 -16 -13　
電

話
：

03 -6709 -2929（
代

）　
定

価
：

１
部

50
円（

組
合

員
の

購
読

料
は

保
険

料
に

含
む

）　

令
和

６
年

９
月

号
 

第
566

号

令和６年
か て い 版

9月号

沖縄県 うるま市

開聞岳がとってもきれいで、
初日の出を見るには最適です！

皆
様
に
と
っ
て
、

　健
康
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る

年
で
あ
り
ま
す
よ
う

　お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

賀
正

表紙写真

「��開
か い

聞
も ん

岳
だ け

」�
鹿児島県指

いぶ
宿
すき
市

［写真提供］ 
鹿児島県支部：山

やま

下
した

�和
かず

大
ひろ

�さん
開聞岳は標高924mの火山で、日本百名山の１つに認定されています。別名「薩摩 

富士」としても親しまれています。
番
ば ん

所
どころ

鼻
ば な

自然公園は、開聞岳と東シナ海が一望でき、日本地図を作るために測量 
で訪れた伊

い

能
の う

忠
た だ

敬
た か

が「天下の絶景」と絶賛した景勝地です。

番所鼻自然公園（鹿児島県南九州市）から撮影
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令
和

７
年

１
月

１
日

発
行

　
第

三
種

郵
便

物
認

可
発

行
所

：
中

央
建

設
国

民
健

康
保

険
組

合
　

発
行

人
：

岩
舘

  高
志

〒
171 -0014　

東
京

都
豊

島
区

池
袋

2 -16 -13　
電

話
：

03 -6709 -2929（
代

）　
定

価
：

１
部

50
円（

組
合

員
の

購
読

料
は

保
険

料
に

含
む

）　

令
和

７
年

１
月

号
 

第
570

号

令和７年
かてい版

1月号

中建国保だより
表紙写真を募集します！作品サイズ

【写　　真】プリントしたカラー写真（タテ型希望）

応募の決まり
１．�未発表の自作に限ります。
２．�応募の際には以下の内容を記入した�
メモ等を同封してください。 
・ 記号番号、氏名、住所�
・ 撮影した場所　　・ 解説、概要等

３．�応募作品の著作権は中建国保の所有といたします。�
また、機関紙以外への掲載あるいは展示等をする�
場合があります。

４．�応募作品は原則として返却しません。

あて先
〒171-0014　東京都豊島区池袋2-16-13�
中央建設国保組合「秋・冬・お正月の写真募集」係
※応募は随時受け付けます。

記念品
決まりどおりにご応募いただいた方には、
もれなくごりけんQUOカード 
1,000円分を年度内１回プレゼントします。

作
品
イ
メ
ー
ジ

募 集 要 項

色鮮やかな紅葉や季節を感じられるおすすめの風景、
または、初日の出の瞬間や初詣ででにぎわうお正月
の様子など、あなたの自慢の写真をお送りください。�
ただし、ピントの合っていない写真や画質の粗い写真、 
家族・仲間同士のスナップなど、当組合で掲載が難し
いと判断したものについては、写真を返却させていた
だきます。また、謝礼の送付をお断りする場合があり
ます。

募集テーマ：秋・冬・お正月

季節の写真と
あわせて、
読者に紹介
したい素敵な
風景の写真も、
随時募集して
います！

『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。応募された方は、ホームページ�
上に「所属支部名」「氏名」等が掲載されることに同意したものとさせていただきます。
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中
建
国
保
の本部保健師 福田 那美

病気に罹
かか

りにくくするだけでなく、発症後の重症化を防ぐ効果があります。
今回は重症化する仕組みとインフルエンザの予防接種の重要性についてご説明します。

気温が低くなり、様々な感染症の流行時期となりました。特に12月から 
３月まではインフルエンザウイルスが最も流行する時期です。皆さんは、 
すでにインフルエンザウイルスの予防接種を受けましたか？予防接種はその

イインフルエンンフルエンザザのの
予予防接種防接種の重の重要要性性についてについて

～予防接種を受けましょう～～予防接種を受けましょう～

重症化は、体の防御システムの異常によって起こります。
重症化重症化
とは？とは？

重症化のリスクが高い方

重症化

健康な成人に比べて以下の方は、インフルエンザウイルスに罹患した場合、重症化のリスク 
が高くなるため注意が必要です。

乳幼児
免疫を作り出す機能 
が発達中であるため、 
抵抗力が低い。

高齢者
年齢を重ねるにつれ
て免疫力や抵抗力が
低くなる。

妊娠中
ホルモンバランス等
の影響で、抵抗力が
落ちやすい。

持病がある
喘息や糖尿病等の 
慢性疾患がある方は 
抵抗力が弱い。

細菌や
ウイルスが
鼻や口から侵入

体内の防御システムが異物を追い出そうと働き、 
様々な症状として現れる

ここでウイルスを追い出せないと…

体内の
防御システムが
さらに活発になり、
正常な細胞も攻撃

重要な
臓器にも
様々な
影響が出る

中建国保だより　令和７年11月１日発行　第三種郵便物認可
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■ 接種あり
■ 接種なし

718人

69人

60歳以上
469人

13〜59歳
466人

0〜12歳
318人

データ：令和６年度医療費分析ツールより抽出

インフルエンザウイルス罹患者数
75,125人

入院外
73,872人

入院
1,253人

インフルエンザ予防接種あり
98人

インフルエンザ予防接種なし
1,155人

小さな子どもが入院した時は、
親の付き添いが必要な場合があり、家族の 

負担も大きくなることがあります。

毎年流行しているインフルエンザウイルスですが、年度によって
流行のピークは異なります。令和６年度は、12月下旬から１月中旬
までの短期間に全国でピークを迎え、その後急速に収束しました。

中建国保では、インフルエンザウイルスの罹患者は75,125人、 
そのうち1,253人が入院していました。また、入院された方の約９割 
は、インフルエンザの予防接種を受けたことが確認できませんでした。

国内では、インフルエンザウイルスにより毎年3,000人を超える方が亡く
なっています。特に重症化のリスクが高い家族と一緒に生活している場合は、 
家庭内にインフルエンザウイルスを持ち込まないことが大切です。また、家庭内 
で感染を拡大させないように、家族全員でインフルエンザの予防接種を受ける
ことをお勧めします。

ワクチンは接種してから約２週間で効果が出てきます。今年の冬も元気に
過ごすため、インフルエンザの予防接種は11月中に受けましょう。

インフルエンザウイルスで入院した
1,253人を年齢別に区分すると０歳から
12歳の子どもと60歳以上の方で約６割
を占めていました。

さらに、入院した子どもと60歳以上の
方のうち、インフルエンザの予防接種を 
受けたことが確認できない方は約９割
を占めています。重症化を防ぐためにも 
インフルエンザの予防接種を受けましょう。

令和６年度の令和６年度の
インフルエンザインフルエンザ
ウイルスのウイルスの
罹患状況罹患状況

まとめまとめ

入院患者数

約６割を占めています

中建国保だより　令和７年11月１日発行　第三種郵便物認可
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欠
か
さ
ず
受
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
中
建
国
保

の
手
厚
い
カ
バ
ー
が
あ
る
の
で
、
本
当
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
健
診
は
大
事
！
皆
様

も
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

塩
浜 

千
明（
愛
知
・
家
族
）

ど
う
し
て
も
綺
麗
な
紅
葉
を
見
た
く
な
り
、

紅
葉
名
所
で
あ
る
京
都
の
建け
ん

仁に
ん

寺じ

を
訪
問
。
た

く
さ
ん
の
紅
葉
に
彩
ら
れ
、
外
国
人
観
光
客
も

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
落
ち
た
紅
葉
も
風
情
が

あ
る
な
と
思
い
撮
影
し
た
紅
葉
と
私
。
こ
の
時

の
私
は
妊
娠

８
ヵ
月
。
来
年

の
紅
葉
は
娘
と

見
た
い
な
～
と

思
い
な
が
ら
撮

影
し
た
、
思
い

出
す
だ
け
で
と
て
も
心
地
の
良
い
写
真
で
す
。

　
　
大
き
く
な
り
ま
し
た
♪

３
歳
の
娘
が
人
生
初
の
お
芋
掘
り
に
挑
戦
！

ス
ー
パ
ー
で
は
見
た
こ
と
が
な
い
大
き
い
お

芋
に
娘
が
大
興
奮
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
採
れ
る

お
芋
に
大
喜
び
！
家
に
帰
っ
て
さ
つ
ま
い
も

ご
飯
、大
学
芋
、

ス
イ
ー
ト
ポ
テ

ト
を
娘
と
ク
ッ

キ
ン
グ
。
普
段

は
食
べ
ム
ラ
が

あ
る
偏
食
娘
も

す
べ
て
完
食
✨
何
事
も「
体
験
さ
せ
る
」大
切

さ
を
学
ん
だ
出
来
事
で
し
た
。

みんな
の
広場

『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。応募された方は、ホームページ�
上に「所属支部名」「氏名」等が掲載されることに同意したものとさせていただきます。

１．�2025年を振り返って１番印象的だったことは？
２．�お正月といえば「餅」、おすすめの食べ方は？
３．お正月ならではのイベントは？

テ
ー
マ

〒171-0014　東京都豊島区池袋2-16-13
中央建設国保組合「みんなの広場」係宛先

「みんなの広場」欄に掲載された方には、中建国保�
オリジナルのごりけんQUOカードをプレゼントします。

お便りを
お待ちして
います！

締め切り
令和７年
12月２日
（消印有効）

下の３つのテーマいずれかについて、 
ご意見・ご感想、また、あなたの近況・体験談 
などを、ハガキまたは封書でお送りください。

資格確認書または
資格情報のお知ら
せで記号番号を確
認できます。

応募の際には
記号番号の記入を

忘れないでね！

澤
木 

比
呂
子（
静
岡
・
家
族
）

今
年
の
１
月
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
検
診

で
引
っ
か
か
り
、
再
検
査
に
な
り
ま
し
た
。
再

検
査
の
結
果
、
ス
テ
ー
ジ
０
の
乳
管
が
ん
と
診

断
さ
れ
ま
し
た
。
転
移
し
な
い
お
と
な
し
い
が

ん
だ
そ
う
で
す
が
、
６
月
に
手
術
を
受
け
ま
し

た
。
リ
ン
パ
に
も
転
移
は
な
く
、
取
っ
た
組
織

に
も
悪
い
も
の
は
な
く
、
抗
が
ん
剤
治
療
も
放

射
線
治
療
も
受
け
ず
に
無
事
治
療
を
終
了
し
ま

し
た
。
術
後
の
経
過
も
良
く
、
退
院
し
て
１
週

間
で
仕
事
も
復
帰
、
大
好
き
な
サ
ウ
ナ
も
温
泉

も
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
の
水
泳
も
す
べ
て
以
前
の

よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
の
ス
テ
ー

ジ
０
で
見
つ
か
り
、改
め
て
検
診（
健
診
）の
大

切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
毎
年

河
本 

一
良（
愛
媛
・
組
合
員
）

最
近
、話
題
の「
ぼ
っ
ち
キ
ャ
ン
プ
」を
始
め

た
い
と
思
い
、
コ
ツ
コ
ツ
と
い
ろ
い
ろ
な
道
具

を
揃
え
て
き
ま
し
た
。
も
う
少
し
涼
し
く
な
っ

た
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

ま
す
。

帆
足 

伸
大（
愛
知
・
組
合
員
）

毎
年
わ
が
家
で
は
８
月
の
日
曜
日
に
お
墓
参

り
へ
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
朝
の
早
い
時
間
で

も
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。姉
と
私
と
妻
と
で
、

来
年
か
ら
は
秋
の
お
彼
岸
の
時
期
に
し
よ
う
と

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
暑
さ
で
す
、
父
も
母
も

賛
成
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

原
田 

美
恵（
山
口
・
家
族
）

夏
休
み
は
家
族
で
旅
行
す
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
大

き
く
な
っ
て
な
か
な
か
一
緒
に
行
け
な
く
な
る

の
で
、一
緒
に
出
か
け
ら
れ
る
の
は
貴
重
で
す
。

小
玉 

美
智
子（
秋
田
・
家
族
）

中
建
国
保
だ
よ
り
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
令
和
７
年
９
月
号
の「
わ
が
家
の
お

姫
さ
ま
」を
読
ん
で
、
と
て
も
ほ
っ
こ
り
し
た

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
娘
さ
ん
を
よ

く
見
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し
み
で

す
ね
。

中建国保だより　令和７年11月１日発行　第三種郵便物認可
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問題 「ヨコのカギ」「タテのカギ」を解いて、A 〜 Fの 
文字を順につなぐと、ひとつの言葉ができます。 
それが答えです。

ちゅうけん パズルクロスワード

寒い日にみんなでつつけば、
心も体もポッカポカ！ヒント

ヨコのカギ

タ
テ
の
カ
ギ

  おめでとう！
クロスワードパズル当選者発表

葛西　咲子
喜多山真希
前田　埜那
三浦　祐悦
安田　良人
中村百合子
相良　芳政
藤田　光孝
福島麻由美
鈴木　　恵
阿部　　均
佐藤　次男
永野　隼人
泉澤　祐子
横山　　猛
遠藤　優也
筒井　和子
小山　浩之
寺井　幸子
浅野　清三

青森県支部

青森県支部

青森県支部

岩手県支部

秋田県支部

秋田県支部

福島県支部

福島県支部

栃木県支部

栃木県支部

群馬県支部

千葉県支部

千葉土建支部

千葉土建支部

千葉土建支部

新潟県支部

新潟県支部

石川県支部

愛知県支部

愛知県支部

鈴木　智子
日永　京子
杉原　　清
谷川　清香
天野グエンドリン
德田　　晃
河﨑　浩子
野藁　朱美
三宅　　浩
阿部　一郎
福本　末子
伊藤　裕司
上野　龍一
中野　朱美
陰地　智史
梶山　　直
足立　直人
佐藤　敬子
坂瀬　会子
前原　　修

愛知県支部

滋賀県支部

滋賀県支部

奈良県支部

島根県支部

島根県支部

山口県支部

山口県支部

徳島県支部

徳島県支部

愛媛県支部

愛媛県支部

福岡建設支部

福岡建設支部

福岡建設支部

大分県支部

大分県支部

大分県支部

鹿児島県支部

鹿児島県支部

ストーリー9月号
の答え

ハガキまたは封書でクイズの答え
と住所、氏名、記号番号を明記して�
ご応募ください。

応募

令和７年12月２日�
（消印有効）締切

〒171-0014�
東京都豊島区池袋2-16-13�
中央建設国保組合�
「クロスワードパズル」係

宛先

クイズの正解者の中から、
抽選で40名の方に、
中建国保オリジナルの
ごりけんQUOカードをプレゼントします。

正解者にQUOカードをプレゼント

みんなの
広場への投稿
もお待ちして

います

1 2

B

3 4

5

6

D

7 8 9

10 11

12 13

F

14

A

15 16

17 18 19 20 21

C

22 23

E

七五三は
子供の○○○○○を祝う行事です。
バレーやバスケのコートはここにあります。
クリスマスソング『ジングル○○』。
これにかじりついて受験勉強。
丑の○○は
午前１時から３時頃を指します。
上下に対して水平の方向。
11月１日生まれの人は○○○座です。

熱々の味噌○○○うどん。
イタチ科の動物。
冬毛は尾の先以外白いです。
○○○オレを飲んで一息つきました。
北半球が冬なら南半球は？
サンタさんの乗り物は
トナカイが引くこれ。
○○マークは環境に優しい商品の証です。
亀の○○より年の○○。

1

2
3
4
5

7
9

11
13

14
15
17

19
21

タートルネックの○○○○を着てお出かけ。
大分県を代表する温泉地です。
ワインボトルの栓に使われます。
ドラマにちょっとだけ出演。
コアラにあげる○○はユーカリの葉です。
本編前に流れる、新作映画の宣伝です。
冷え込むと湖面などに張ります。
○○○月は10月、霜月は11月の異称です。

神社で神職の補佐をする女性です。
徳川家光から見た家康は？
これの形をしたアメは
クリスマス飾りの１つ。
初対面のときにする○○紹介。

「もうけ」とも言います。
モミジやイチョウがきれいな
○○○○の名所。

1
3
5
6
8
10
12
14

16
17
18

20
22
23

解答欄 A B C D E F

『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。�
応募された方は、ホームページ上に「所属支部名」「氏名」等が�
掲載されることに同意したものとさせていただきます。

クロスワードパズルや他の募集要項に応募された方の個人情報
は、本紙への掲載、プレゼント・記念品の抽選、発送のためにのみ�
使用し、当組合が厳格に管理して、第三者への提供は行いません。

　　　抽選で40名の方に

資格確認書または
資格情報のお知らせで
記号番号を確認できます。

応募の際には
記号番号の記入を
忘れないでね！
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わたしの

健康法
Healthy Lifestyle

徳
島
県
の
風
物
詩

徳
島
の“
夏
”と
言
え
ば
、
み
な
さ
ん
は
何

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

そ
う
で
す
。
４
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
を
持

つ
と
い
わ
れ
、徳
島
が
世
界
に
誇
る
伝
統
芸
能

の「
阿
波
お
ど
り
」で
す
。

今
で
は
町
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
東
京
の
高
円

寺
や
埼
玉
の
南
越
谷
な
ど
、全
国
各
地
で
阿
波
お

ど
り
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。本
場
の
徳
島
市
で

は
毎
年
８
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
間
、国
内
外

か
ら
１
０
０
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
る

な
ど
、日
本
有
数
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

個
性
豊
か
な
踊
り

こ
こ
で
少
し
阿
波
お
ど
り
に
つ
い
て
触
れ
ま

す
が
、踊
り
の
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
を「
連れ
ん
」と
言

い
ま
す
。連
の
規
模
は
平
均
数
十
人
程
度
で
す

が
、
踊
り
子
や
鳴
り
物
担
当
を
含
め
、
２
０
０

～
３
０
０
人
規
模
の
大
き
な
連
も
あ
り
ま
す
。

連
に
は
協
会
に
所
属
し
卓
越
し
た
技
術
を
持

つ「
有
名
連
」や
、
大
学
生
な
ど
を
中
心
に
結

成
さ
れ
る「
学
生
連
」、会
社
や
企
業
が
結
成
す

る「
企
業
連
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
阿
波
お
ど
り
に
用
い
ら
れ
る
楽
器
は

「
鳴
り
物
」と
称
さ
れ
、
踊
り
子
の
引
き
立
て

役
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。演
舞
場
を

通
り
抜
け
る
際
は
踊
り
子
の
後
方
に
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
と
り
、
基
本
的
に
は「
鉦か
ね

」、「
大
太
鼓
」、

「
締し
め

太
鼓
」、「
笛
」、「
三
味
線
」の
５
つ
の
楽

器
が
中
心
で
す
が
、「
尺
八
」や「
竹
太
鼓
」、

「
鼓
」な
ど
の
独
自
の
楽
器
を
取
り
入
れ
る
連

も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
ま
す
。
リ
ズ
ム
は
２
拍

子
で
、テ
ン
ポ
が
速
い
連
、遅
い
連
と
様
々
で
、

こ
れ
ら
が
連
の
個
性
を
演
出
す
る
の
に
と
て
も

重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

阿
波
お
ど
り
の
醍
醐
味

私
が
阿
波
お
ど
り
を
始
め
た
の
は
50
年
前
の

高
校
１
年
生
の
時
で
、近
所
の
電
気
屋
さ
ん
に

同
級
生
が
お
り
、当
時
あ
っ
た「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
連
」

と
い
う
企
業
連
に
誘
わ
れ
、踊
り
子
と
し
て
演

舞
場
デ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
以
来
、
大
学
時

代
に
は
高
校
の
Ｏ
Ｂ
で
結
成
し
た
連
に
所
属
を

し
、大
学
２
年
生
か
ら
は
連
長
と
し
て
、踊
り
子

か
ら
鳴
り
物
の
大
太
鼓
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
友
人
ら
と
結
成
し
た「
鳥と

巣す

亭て

連
」、30

年
前
か
ら
所
属
し
て
い
る「
本
家
大
名
連
」で
も
、

45
年
間
に
わ
た
り
大
太
鼓
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

大
太
鼓
の
重
量
は
約
10‌

kg
あ
り
、
移
動
す

る
の
に
も
体
力
が
必
要
で
す
。力
を
込
め
て
叩

く
の
で
、
毎
回
公
演
後
に
は
汗
だ
く
に
な
る
ほ

り
の
お
か
げ
で
、今
で
も
健
康
で
元
気
に
仕
事

が
続
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

観
に
来
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
を
喜
ば
せ
た
い

一
心
で
叩
い
て
い
ま
す
が
、時
に
は
体
力
的
に
辛

い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、観
客

が
リ
ズ
ム
を
と
り
始
め
、演
者
と
観
客
が
一
体

と
な
っ
た
時
に「
勝
っ
た
な
」と
肌
で
感
じ
ま
す
。

そ
の
時
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
、こ
れ
が
長
年

続
け
て
こ
ら
れ
た
大
き
な
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
影
響
も
あ
り
妻
も
同
じ
連
で
笛
を
担

当
し
て
い
て
、娘
２
人
も
踊
り
子
と
し
て
家
族

全
員
が
阿
波
お
ど
り
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
か
ら
は
別
の
連
で
孫
が
演
舞
場
デ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

70
歳
で
引
退
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

孫
と
の
共
演
を
夢
見
て
、体
力
の
続
く
限
り
健

康
に
過
ご
し
て
夢
を
叶
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
文
：
本
人
／
協
力
：
吉
田 

武
司 

通
信
員
】

ど
の
運
動
量
と

な
る
た
め
カ
ロ

リ
ー
消
費
が
高

く
、
同
時
に
腕

の
筋
力
も
ア
ッ

プ
し
、
足
腰
も

強
く
な
り
ま

す
。
阿
波
お
ど

徳 島 県 支 部

矢
や

野
の

 康
や す

彦
ひ こ

さん（写真）左から康彦さん、妻の徳
のり
子
こ
さん、娘の陽

よう
子
こ
さん

（写真）左から孫の凌
りょう
ちゃんと准

じゅん
ちゃん
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